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研究成果の概要（和文）：本研究では、日本語の「お母さん」のように、人称代名詞（「私」「あなた」）では
ないものの、話し手・聞き手を指示する「代名詞代用表現（pronoun substitute）」およびそれと関連の深い
「呼びかけ表現（address term）」について、8言語（日本語、朝鮮語、マレー語、インドネシア語、ジャワ
語、タイ語、ベトナム語、ビルマ語）を対象とし、通言語的研究を行った。「どのような表現が代名詞代用表
現・呼びかけ表現として用いられるか？」という問いを立て、個別言語レベル、通言語レベルで、多言語の専門
家が協同で記述・分析、言語資源構築を行った。

研究成果の概要（英文）：In this study, we conducted a cross-linguistic study of pronoun substitutes 
and address terms in eight languages (Japanese, Korean, Malay, Indonesian, Javanese, Thai, 
Vietnamese and Burmese). Pronoun substitutes are not personal pronouns ("I", "you"), but refer to 
the speaker and addressee like personal pronouns.  The examples of pronoun substitutes include "
okaasan" 'mother' in Japanese.  Our big research question was: "What kinds of expressions are used 
as pronoun substitutes and address terms?"  We, as a group of experts in multiple languages, 
collaborated in the description and analysis of the relevant data as well as the construction of 
language resources at the individual language level and at the cross-linguistic level.

研究分野： 外国語教育、タイ語

キーワード： 代名詞代用表現　呼びかけ表現　言語学　言語資源開発　アジア諸語

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
代名詞代用表現は、日本語では非常に発達しているものの、印欧語や華語諸語では発達していない。そのため、
これまでその言語学的研究は個別言語レベルのものが中心であった。また、代名詞代用表現は日本語や朝鮮語と
いった個別言語に特異な現象とみなされ、一般言語学的な現象としては注目されてこなかった。本研究では、代
名詞代用表現が発達した8言語を対象に通言語的な研究を行うことで、一般言語学的な知見が得られたほか、個
別言語研究を深めることもできた。
さらに、本研究では、代名詞代用・呼びかけ表現の語彙資源やコーパスへのアノテーションを行い一般公開し
た。これらは、言語学のみならず自然言語処理においても利用可能である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 本研究では、「代名詞代用表現（pronoun substitute）」と「呼びかけ表現（address term）」
の 2 つの現象を取り上げる。代名詞代用表現とは、(i)で二重線を付した表現のように、話し手・
聞き手を指示する（自称・対称）、人称代名詞以外の表現をいう。呼びかけ表現は、(i)で一重線
を付した表現のように、聞き手を発話の伝達先として同定する表現である。 
 
(i) a. お母さん、お母さん のお兄ちゃんの名前、何だっけ？ 
  呼びかけ 代名詞代用 
 b. Mum, what was {your/*mum’s} brother’s name? 
 
呼びかけ表現は、どのような言語にも存在する現象である。一方、代名詞代用表現が存在する言
語は限られている。(ib)に示したように、英語では mum「お母さん」を代名詞代用表現として用
いることができず、人称代名詞を用いなければならない。 
 代名詞代用表現は、話し手・聞き手を指すため、それを持つ言語ではごく自然に、かつ頻繁に
用いられる。そのため、個別言語の文法には必ず何らかの記述があり（日本語ならば田窪 1997
など）、語学学習書でもかなり初期段階で登場する。しかし、一般言語学においては、注目すべ
き現象として、通言語的な調査・考察がなされてはこなかった。そもそも、どの言語が代名詞代
用表現を持つのかという情報すら、得るのが難しい。代名詞代用表現について通言語的に言われ
ている特徴としては、「親族名称・職業名や固有名がよく用いられる」という程度で、それでは
不十分である。 
 本研究で呼びかけ表現も同時に対象とするのは、(ia)でもそうであるように、代名詞代用表現
と呼びかけ表現の間には重複が見られるからである。しかし、(ii)で「店員」が呼びかけには使
えても、代名詞代用には使えないように、両者の分布は完全には重ならない。 
 
(ii) おい、店員、｛お前／*店員｝の計算、違うじゃないか。 
    呼びかけ   代名詞代用 
 
このように、代名詞代用表現と呼びかけ表現は異なるものであるが、しかし両者の間には何らか
の関係がある。その関係がどのようなものであるか、通言語的な考察はなされていない。 
 
２．研究の目的 
(1) 研究対象となる個別言語（日本語、朝鮮語、マレー語、インドネシア語、ジャワ語、タイ語、

ベトナム語、ビルマ語）において、どのような表現が代名詞代用・呼びかけ表現となり得る
のかを明らかにする。 

(2) 8 言語の言語事実に基づき、通言語的にどのような表現が代名詞代用・呼びかけ表現となり
得るのかを明らかにする。 

(3) 代名詞代用表現を持つ言語の類型論的特徴を明らかにする。それにより、代名詞代用表現
を持つ言語の候補を割り出し、代名詞代用表現研究の対象言語拡大につなげる。 

(4) 8 言語の言語事実とそこから得られる通言語的一般化に基づき、代名詞代用・呼びかけ表現
の理論的分析を行う。 

(5) 言語学的研究だけでなく、工学的応用研究・開発や言語教育にも利用可能な、言語資源を作
成する。具体的には、各言語における代名詞代用表現の網羅的リストと主要コーパスへの
代名詞代用表現・呼びかけ表現のアノテーションを作成する。 

 
３．研究の方法 
(1) 用語・視点の整理 
まず、日本語の先行研究をメンバー全員で議論し、共通の土台づくりを行った後、個別言語の

先行研究の報告を通じ、言語間の用語・視点の共通点・相違点を全員で確認する。 
 

(2) 用例・例文収集のための共通の枠組み設計 
具体的な代名詞代用・呼びかけ表現の調査例文と調査リストの形式を決定する。それを用いて

各言語である程度用例・例文を収集する。その後、各言語での収集結果を参考にしながら、言語
間の比較を可能にするために、対象言語すべてで共通して調査する調査項目に含める意味（概念）
を決定する。 
 

(3) コーパスに対する代名詞代用・呼びかけ表現のアノテーション 
まず、アノテーションを行うコーパスを各言語で選定する。適当なものが存在しない場合はコ

ーパスの作成を行う。 
次に、必要な前処理、付与するタグ、アノテーションツールの仕様について議論する。アノテ



ーションツールを外注により作成する。ツールの完成後、研究補佐を雇用し、1 言語 4～5 名の
体制でアノテーション作業を行う。 
 

(4) 収集した用例・例文に基づく記述・分析 
(2)、(3)による収集データおよび作業の過程から、得られた発見・知見を研究会で発表し、共

有する。それを通じ、個別言語レベルおよび通言語レベルでの記述的な一般化を目指す。 
 
４．研究成果 
(1) 言語資源 
①代名詞代用・呼びかけ表現の共通調査票 
 代名詞代用・呼びかけ表現が存在する可能性が高い概念 148 から成る調査票を作成した。各概
念について、日本語概念、英語概念、Wordnet synset ID、意味カテゴリーの情報が与えられて
いる。 
公開 URL https://github.com/matbahasa/ProSub/blob/main/common_questionnaire.tsv 
関連論文 岡野他(2022) 
 
②共通調査票に基づいて作成した 8言語のデータセット 
 ①の共通調査票の各概念について、代名詞代用（自称、1 人称）、代名詞代用（対称、2人称）、
呼びかけ、敬称の用法が存在するか否かを 8 言語で調査して、json と tsv 形式で公開した。用
法が存在する場合には、例とその出典の情報も加えた。表現と例文には英語訳も付けた。このよ
うなデータセットはこれまで存在せず、言語学や言語教育の実践において、ある概念について代
名詞代用・呼びかけ表現が存在するかを言語間で比較したり、代名詞代用表現の実例を探したり
といった使い方ができる。 
公開 URL https://github.com/matbahasa/ProSub/blob/main/data_all_v2.0.json 
      https://github.com/matbahasa/ProSub/blob/main/data_all_v2.0.tsv 
関連論文 谷口他(2022) 
 
③データセットを検索するためのサイト（右図） 
 json や tsv といった形式を使いこなすのが難しい人
もいるので、②のデータセットを検索できるウェブサイ
トを構築した。このウェブサイトは、対象言語の話者も
簡単に使えるように、研究対象の 7 言語（日本語、朝鮮
語、マレー語、インドネシア語、タイ語、ベトナム語、
ビルマ語）＋英語の 8言語のインターフェイスを用意し
た。 
公開 URL https://matbahasa.github.io/ProSub/ 
 
④共通調査票＋αのデータセット 
 ②に加え、各言語で独自に調査したデータも公開した。合計 2,143 項目が収録されている。 
公開 URL https://github.com/matbahasa/ProSub/blob/main/full_data.json 
 
⑤コーパスに対する代名詞代用・呼びかけ表現のアノテーション 
 自然談話の中で代名詞代用・呼びかけ表現がどのように使われているのかを明らかにするた
めにコーパスに対して代名詞代用・呼びかけ表現のアノテーションを行った。用いたコーパスと
その語数は以下の通りである。 
 

言語 コーパス 語数 
日本語 日本語日常会話コーパス (小磯他 2022) 2,421,162 
朝鮮語 皆のコーパス（話し言葉コーパス、 日常対話コーパス 2020） 1,484,527 
マレー語 新たに作成（会話、劇の台本） 39,265 
インドネシア語 新たに作成（映画の字幕、会話） 32,870 
タイ語 新たに作成（TV ドラマの台本、小説） 272,342 
ベトナム語 新たに作成（会話、映画の台本） 146,521 
ビルマ語 新たに作成（劇の台本） 10,675 

 
 事前調査の結果、日本語と朝鮮語以外では代名詞代用表現が多く用いられる話し言葉のコー
パス（でオープンなもの）が存在しないことが分かった。そのため、これらの言語においてはコ
ーパスの作成から始めなければならなかった。今回作成したコーパスは（ベトナム語以外は）公
開済みであるため、今後、他の研究にも用いることが可能である。 
 アノテーションに用いたタグは「1st」（自称）、「2nd」（対称）、「address」（呼びかけ）の 3つ
だけである。『日本語日常会話コーパス』には他にも少なくとも 5 種類のアノテーションが存在
するが、短単位情報以外はデータのコア部分のみを対象としている。それに対し、本研究の代名



詞代用・呼びかけ表現は全データを対象とし、すべて人手でアノテーションとその確認作業をし
ている。 
公開 URL https://github.com/matbahasa/ProSub/tree/main/annotations 
関連論文 Nomoto et al. (2023) 
 
(2) 構築した言語資源から得られた言語学的知見 
 まず、個別言語において、具体的にはどのような表現が代名詞代用・呼びかけ表現となり得る
のかは、上記言語資源から情報が得られる。特に、代名詞代用表現については従来、少数の例が
挙げられるのみであったが、本研究の結果、より網羅的に実例を知ることができるようになった。 
 次に、通言語的には、代名詞代用表現には「親族名称・職業名や固有名がよく用いられる」と
いう先行研究の指摘が改めて確認された。ただし、言語間で詳細に違いがあることが判明した。
特に日本語との共通点・相違点に焦点を絞ると、以下の 4 点が特徴的である。 
 
①人称の非対称性 
 すべての言語において、代名詞代用表現になる表現は自称（1 人称）よりも対称（2 人称）の
方が多い。例えば、日本語では「先生」や「お母さん」は自称としても対称としても用いること
ができるのに対し、「社長」のように対称としては使えても、自称としては使えないような語も
多い。 
 
②親族名称の非対称性 
 日本語では親族名称のうち年上の方は代名詞代用表現になるのに対して年下の方はならない
という非対称性があることが知られている（鈴木 1973）。例えば、「お母さん」や「お姉ちゃん」
は代名詞代用表現として用いることができるのに対し、「子（供）」「息子」「娘」や「妹」は用い
ることができない。 
 
(iii) （「あなたが作ったの？」の意で） 

これ、｛お母さん／お姉ちゃん／*子／*子供／*息子／*娘／*妹｝が作ったの？ 
 
本研究の対象言語のうちこのような非対称性が見られたのは日本語だけであった。 
 
③職業名・役職名 
 日本語ではほぼすべての職業名・役職名がそのままあるいは「さん」などの敬称を付けた形で
代名詞代用表現になり得る。この特徴は朝鮮語にもみられる。しかし、他の対象言語ではそこま
での生産性はなく、代名詞代用表現として用いることができる職業名・役職名は、言語ごとに程
度の差はあるものの、ある程度限定されている。 
 
④代名詞代用表現と呼びかけ表現の関係 
 日本語では代名詞代用表現と呼びかけ表現の分布はほぼ一致する。このことに基づき、田窪
(1997)は代名詞代用表現は呼びかけ表現から名前が落ちたものであると主張した。 
 
(iv) 田中課長、田中課長はこの案件に賛成ですか。 （田窪 1997: 22） 
 
しかし、マレー語・インドネシア語では逆に代名詞代用表現（となる名詞）を短縮すると呼びか
け表現となる。そのため、一方から他方を導くという分析は通言語的には難しい。これに関連し、
Nomoto (2023)は敬称が人称代名詞と同じ統語的位置（D）を占めるという分析を提案した。こ
の分析では、(iv)は普通名詞「課長」が「～課長」という敬称となる過程で当該統語的位置に移
動した結果、敬称だけでなく人称代名詞としても使えるようになったと再分析できる。 
 
②と③から、日本語では代名詞代用表現になり得るか否かには敬意の有無が重要であると言

える。親族名詞であれば年上のものでなければならないし、職業名・役職名であれば「先生」や
「社長」のように元々敬意を含むか、「運転手さん」のように敬称を付して敬意を持たせる必要
がある。ただし、注意しなければならないのは、どのような表現でも敬意を持たせて代名詞代用
表現として使えるというわけではないということである。また、①の人称の非対称性もある。し
たがって、代名詞代用表現になり得るか否か、なる場合に自称・対称どちらになるかは個別の語
に符号化された情報であると言える。この点で代名詞代用表現は人称代名詞と共通している。 
 類型論的には、対象 8言語すべてについて、人称代名詞が多数存在するという特徴がある。複
数存在する人称代名詞の中には通常、元々は普通名詞であったものが含まれる。人称代名詞が複
数存在するということについては、フランス語などの西欧語で 2 人称に親称と敬称の 2 種類が
あることがよく知られている（T-V の区別）。このようなことから、代名詞代用表現は、その延
長線上でさらに多くの人称代名詞が存在するようになった、人称代名詞の拡張のプロセスに付
随するものであると考えることができる。 
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